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お年寄りの
相談にのる。

生活や病気など＼
で困っている人達

　　　　の相談に
　　・　のる。

　　　　　プ‘’
　　～　　　　螺　レ

罐

獅

鍛

霧　
　
　
　

欝
匪
塁

子どもが健や＼
こ成長するための
相談にのる。

　
ろ
ど
ろ
る

な
舞

所
担
査

市
絡
な

　
連

　
市
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
の
良
き
相
談
相
手
に
な
っ
て
活
躍
し
て

い
る
民
生
児
童
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
。
十
日
町
市
に
は
各
地
区

に
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
七
十
三
名
の
民
生
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

明
る
く
生
き
生
き
と
し
た
長
寿
社
会
を
築
く
た
め
、
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
を
救
う
た
め
、
そ
し
て
、
明
日
を
担
う
児
童
が
健
や
か

に
生
ま
れ
育
つ
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
民
と
行
政

と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
長
寿

社
会
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担
う
民
生
児
童
委
員
の

仕
事
と
活
動
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
法
が
昭
和
二
十
三
年
に

制
定
さ
れ
て
今
年
で
四
十
三
年
。
民

生
委
員
の
役
割
は
高
齢
化
社
会
、
核

家
族
化
な
ど
の
社
会
現
象
の
変
化
と

と
も
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
発
足

当
初
は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
や

母
子
家
庭
の
相
談
相
手
と
し
て
の
活

動
に
主
力
が
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

に
い
た
る
ま
で
社
会
福
祉
に
対
す
る

要
望
が
多
く
な
り
、
地
域
の
よ
き
相

談
役
と
し
て
の
重
要
性
が
増
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
児
童
委
員
の

役
割
を
兼
ね
な
が
ら
地
域
福
祉
活
動

の
推
進
者
と
し
て
の
使
命
を
担
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
役
割
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
守
り
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
の

生
活
実
態
を
つ
か
む
調
査
活
動
。
お

年
寄
り
や
生
活
、
病
気
な
ど
で
困
っ

て
い
る
人
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
、

母
子
家
庭
な
ど
の
相
談
に
の
り
適
切

な
助
言
指
導
を
行
う
保
護
指
導
活
動
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
老

人
、
児
童
福
祉
施
設
へ
の
連
絡
活
動
。

民
間
奉
仕
者
と
し
て
福
祉
事
務
所
や

保
健
所
な
ど
の
行
政
機
関
と
協
力
す

る
業
務
。
ま
た
、
保
護
指
導
を
必
要

と
す
る
人
に
応
じ
て
物
質
的
に
も
精

神
的
に
も
手
を
差
し
の
べ
る
生
活
指

導
。
こ
れ
ら
が
民
生
児
童
委
員
が
果

た
す
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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《特集／民生児童委員》
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中でもお年寄りの相

談が半数を占めてい
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　　　数▲生活に困っている人の相談

　にのり福祉事務所との仲立

　ちをするのも大切な仕事。

　市の担当者と随時打ち合わ

　せを行っています。

く1

体の不自由な人に入

浴サービスの手配も

行います。地域の皆

さんの家族調査が大

事な仕事です。

入浴サービスを

受けて家族も

大助かb

村山トヨさん
　（土市2・81歳〉

　入浴サービスを受けて、気持ちよく過

ごさせてもらっています。民生児童委員さ

んやヘルパーさんのおかげで家族も助かっ

ています。6月から平成園のデイサービ

スをお願いしようと、古沢民生児童委員

さんに相談しているところなんですよ。

舞
彩
な
民
盤
児
、
童
委
員
活
動

　
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
児

　
ノ童
や
老
人
、
低
所
得
者
や
身
体
に
障

害
の
あ
る
人
な
ど
社
会
的
に
弱
い
立

場
の
人
達
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
も

高
齢
化
社
会
を
反
映
し
て
老
人
福
祉

関
係
（
上
段
グ
ラ
フ
）
が
全
体
の
五
十

％
、
千
五
百
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
生
活
に
困
つ
て
い
る
人
義

　
基
本
的
人
権
の
一
つ
と
し
て
生
存

権
が
誰
に
も
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
．

こ
の
生
存
権
を
実
現
す
る
た
め
の
一

つ
と
し
て
生
活
保
護
制
度
が
あ
り
ま

す
。
民
生
児
童
委
員
は
、
保
護
の
必

要
な
人
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
福

祉
事
務
所
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

本
人
や
親
族
・
知
人
か
ら
生
活
保
護

の
相
談
を
受
け
た
場
合
に
は
、
申
請

手
続
き
を
教
え
た
り
、
福
祉
事
務
所

と
の
仲
立
ち
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、

保
護
の
必
要
性
や
生
活
扶
助
、
医
療

扶
助
、
教
育
扶
助
な
ど
、
ど
の
種
類

の
扶
助
を
適
用
し
た
ら
良
い
か
参
考

意
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
の
後

の
生
活
指
導
に
も
配
慮
し
ま
す
。

肇
寄
り
に
愛
の
手
轟

　
お
年
寄
り
の
多
く
が
、
住
み
な
れ

た
地
域
社
会
で
住
み
続
け
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
老
人
福

祉
は
、
在
宅
生
活
が
送
り
や
す
い
よ

う
支
援
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
進
め

て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
民
生
児
童
委
員
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

在
宅
福
祉
事
業
（
四
～
五
朔
、
掲
載
）

を
行
う
た
め
、
利
用
者
と
福
祉
事
務

所
の
間
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
、
お

年
寄
り
や
家
族
の
お
役
に
立
ち
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
社
会
福

祉
施
設
に
入
所
す
る
必
要
が
あ
る
人

に
は
、
そ
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
福
祉
事
務
所
と
連
絡
を
密
に
し

て
い
ま
す
。

　
障
害
者
の
相
談
相
手
毒

　
市
内
に
は
、
身
体
や
視
聴
覚
、
言

語
、
内
臓
な
ど
に
障
害
が
あ
り
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
が
約
千
二
百
人
い
ま
す
。
民
生
児

童
委
員
は
、
こ
の
手
帳
の
申
請
や
更

生
医
療
の
給
付
、
補
装
具
の
交
付
、

更
生
援
護
施
設
へ
の
入
所
な
ど
に
つ

い
て
、
本
人
や
そ
の
家
族
の
相
談
相

手
と
な
っ
て
、
福
祉
事
務
所
と
連
絡

を
と
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
人
に

あ
っ
た
制
度
を
適
用
し
、
障
害
者
が

自
立
を
す
る
援
助
の
手
助
け
を
し
て

い
ま
す
。
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難

》
吉
田
地
区
で
は
心
豊
か
な
子
供
た
ち
を
育

　
て
る
た
め
、
地
区
内
の
五
つ
の
学
校
と
民

　
生
児
童
委
員
、
行
政
が
集
ま
っ
て
地
域
福

　
祉
の
あ
り
方
を
考
え
る
打
ち
合
わ
せ
会
も

　
進
め
て
い
ま
す
。

　　　糀顯　Z麗身障者協議会への加入や
　　　　、羅　騨　活動の内容をPRしてもらい

　身体障害者手帳を持っている人は、市内に1，200人ぐ

らいいますが、私たちの会に入っている人はその1割

ぐらいです。組織を強化するためにも会員を増やした

いと思っています。地域の実態に詳しい民生児童委員

さんから、プライバシーの問題もありますが、会への

加入や活動をP　Rしてもらえればと思っています。
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小
さ
な
親
切
を

　
　
　
　
大
き
な
輪
に

小
林
哲
夫
さ
ん

　
　
　
（
城
之
古
東
町
）

　
先
日
、
川
治
・
六
箇
地
区
で
、
保
健
婦
と
ヘ
ル
パ
ー
さ
灘

ん
を
ま
じ
え
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
寝
た
き
り
や
痴
蝦

呆
性
老
人
を
抱
え
た
家
庭
の
悩
み
、
訪
問
入
浴
車
が
喜
ば
獣

れ
て
い
る
こ
と
、
無
口
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
が
回
を
灘

重
ね
る
ご
と
に
打
ち
明
け
る
悩
み
な
ど
、
時
間
が
足
り
な
輝

い
く
ら
い
で
し
た
。
人
に
は
皆
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
あ
り
轍

ま
す
。
そ
れ
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
小
さ
な
親
切
を
大
き
脚

な
輪
に
し
て
、
自
分
た
ち
の
町
内
と
地
域
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
翻

ア
の
場
と
し
て
、
近
隣
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
蜘

が
必
要
な
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
　
　
　
　
㎜

　
ま
す
ま
す
、
高
齢
化
が
進
み
ま
す
か
ら
、
在
宅
福
祉
の
継

取
り
組
み
を
強
め
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
職

心
豊
か
な
子
供
た
ち
を

　
　
　
　
　
育
て
る
た
め
に

　
戦
後
の
戦
災
孤
児
や
引
き
揚
げ
孤

児
が
街
中
に
あ
ふ
れ
て
い
た
頃
、
日

本
の
復
興
発
展
の
た
め
に
将
来
を
担

う
子
供
た
ち
を
、
健
や
か
に
た
く
ま

し
く
育
て
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要

だ
と
考
え
ら
れ
、
児
童
福
祉
法
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
供
た

ち
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
、
家
庭
内
暴
力
や
登
校
拒
否
、
い

じ
め
な
ど
深
刻
な
社
会
問
題
が
発
生

し
て
き
ま
し
た
。
民
生
委
員
は
同
時

に
児
童
委
員
の
委
嘱
も
受
け
て
い
ま

す
の
で
、
児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
の
諸
団
体
、
関

係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
子

育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
身
寄
り
の
な
い
児
童
や
心

身
障
害
児
、
保
護
者
が
そ
の
児
童
を

虐
待
す
る
な
ど
家
庭
環
境
に
問
題
が

あ
る
場
合
に
は
、
児
童
相
談
所
や
福

祉
事
務
所
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
適

切
な
処
置
を
と
る
大
切
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
保
育
所
や
児
童
福
祉

施
設
へ
の
入
所
、
母
子
保
健
対
策
や

里
親
の
こ
と
、
母
子
や
父
子
世
帯
の

こ
と
、
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
幅
広

く
相
談
を
受
け
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
短
期
入
所
事
業
…

　
お
年
寄
り
の
お
世
話
を
し
て
い
る

方
が
、
▼
病
気
や
事
故
の
と
き
　
▼

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
行
事
が
あ
る
と
き

▼
介
護
疲
れ
を
回
復
し
た
い
と
き

▼
旅
行
に
出
掛
け
る
と
き
な
ど
三
好

園
や
恵
福
園
で
お
預
り
し
ま
す
。

◆
期
間
　
一
回
当
た
り
七
日
以

　
内
、
や
む
を
得
な
い
事
情
の
と
き

　
は
二
十
八
日
ま
で
延
長
で
き
ま
す
。

◆
利
用
料
　
一
日
…
一
、
九
七
〇
円

【
中
期
入
所
事
業
】

　
お
世
話
を
し
て
い
る
方
が
疾
病
な

ど
で
入
院
し
た
場
合
は
…
…

◆
期
間
は
六
十
日
以
内
　
◆
利
用
料

は
一
日
当
た
り
三
、
八
〇
五
円
で
す
。

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

　
車
で
送
迎
し
、
一
日
中
お
預
か
り

し
て
入
浴
、
給
食
、
機
能
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
す
。

◆
三
好
園
…
利
用
料
一
日
一
、
〇
五
〇
円

◆
平
成
園
…
利
用
料
一
日
　
五
〇
〇
円

　
（
た
だ
し
一
人
で
入
浴
で
き
る
人
）

【
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
】

　
介
護
や
家
事
の
手
助
け
が
必
要
な

時
ヘ
ル
パ
ー
が
お
世
話
し
ま
す
。

◆
介
護
の
お
世
話
…
食
事
、
入
浴
、

　
排
せ
つ
、
通
院
の
介
助
な
ど
。

◆
家
事
の
お
世
話
…
調
理
、
衣
類
の

4
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民
生
児
童
委
員
の

　
バ
ッ
チ
を
手
に
し
て

芦
田
悦
子
さ
ん

　
　
（
四
日
町
新
田
三
）

　
民
生
児
童
委
員
の
バ
ッ
チ
を
手
に
し
て
、
責
任
の
重
大
灘

さ
を
感
じ
て
一
年
半
、
わ
ず
か
な
が
ら
ゆ
と
り
を
持
っ
て
顯

対
処
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
、
軽
い
気
持
ち
灘

で
引
き
受
け
た
も
の
の
、
早
速
、
難
題
に
も
ろ
に
ぶ
つ
か
㎜

り
、
世
間
知
ら
ず
の
私
に
は
、
よ
い
体
験
・
勉
強
に
な
り
躍

　
醸
．
．
　
　
　
　
、
　
　
　
快
よ
く
応
答
し
、
相
談
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
。
こ
ん
な
…
…

　
　
．
継
　
．
　
灘
，
、
、
、
　
時
は
本
当
に
う
れ
し
く
、
民
生
委
員
と
し
て
の
や
り
が
い
灘

灘
，
畢
騨
墾
を
感
じ
る
の
誇
こ
れ
か
之
先
蓼
」
指
導
を
嵐
．

　
雛
灘
騨
離
舞
纂
勧
蓋
響
轟

鰻
魑
羅
響
磨
無
賢
蓑
蚕
蓼
浩
戴
繍

む

響
釜
叢
蒙
㎜
薫
㎜
㎜
叢
㎜
㎜
藻
㎜
叢
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
叢
釜
㎜
叢
㎜
㎜
㎜
薫
㎜
“
∞
㎜
薫
肇
叢
㎜
㎜
叢
㎜
蕃
“
㎜
叢
養
叢
㎜
器
㎜
讐
薫
叢
叢
叢
㎜
慧
㎜
㎜
蒸
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
叢
㎜
㎜
薫
㎜
㎜
㎜
㎜
釜
讐
嚢
㎜
叢
叢
釜
㎜
㎜
㎜
㎜
蓋
㎜
薫
釜
薫
㎜
釜
㎜
㎜
㎜
㎜
叢
讐
叢
遡

民
生
児
童
委
員

地
域
福
祉
の

　
　
担
い
手
に

　
池
田
作
三
会
長

　
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　“健康で豊かな福祉のまち。の実現を

図るため、布杜会福祉協議会では「十日

町市地域福祉計画讐と『社協発展計画」

を策定しましだ。社会福祉に対する二一

ズはますます多様化し増大しています。

　自力で生活を営むことの困難な個人や

世帯に対し、互助・公助が必要であり、

その為に最前線で活躍じていただいてい

るのが73名の民生児童委員の皆さんです。

　地域福祉を充実し、市民の一人ひとり

が安心して暮らせる街づくりのため、今

後とも一層のお力添えをお願鱒します。 　
福
祉
が
所
得
の
低
い
一
部
の
皆
さ

ん
の
対
策
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
広

く
様
々
な
二
ー
ズ
を
持
っ
た
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
時
代
に
変
わ
0
つ
つ
あ
ゆ

ま
す
。
そ
の
基
本
は
、
福
祉
を
特
別

な
も
の
と
見
な
晒
で
、
障
害
の
あ
る

　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父

、
す
　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
・

五
十
川
保
健
婦

手
を
携
え
て
心
の
こ

も
っ
た
相
談
活
動
を

　
い
ろ
ん
な
証
明
事
務
撫

　
民
生
児
童
委
員
は
各
種
の
証
明
も

行
っ
て
い
ま
す
。
就
学
困
難
や
生
活

困
窮
の
証
明
、
事
実
婚
や
生
計
同
一

　
　
　
　
ノ

の
証
明
、
保
育
に
欠
け
る
証
明
な
ど

民
生
児
童
委
員
が
証
明
を
行
う
こ
と

で
、
は
じ
め
て
援
助
や
制
度
の
適
用

が
可
能
な
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
．

　
た
だ
、
無
収
入
証
明
や
不
在
証
明
、

納
税
証
明
や
罹
災
証
明
、
相
続
放
棄

な
ど
、
他
の
機
関
で
受
け
ら
れ
る
も

の
や
個
人
の
利
害
に
か
か
わ
る
も
の

は
、
証
明
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高齢者福糧をはじめ障害者、母子

や児童福祉などの充実が、今強く

ています。とりわけ高齢化社会が

進む中で、高齢者福祉の取り組み

の実行は、今後の重要な課題だと

す。民生児童委員さんには日ごろ

域の実情や各々の家庭の実態など

く把握しておられます。わたした

　
人
も
な
い
人
も
、
お
年
寄
り
や
若
者

　
も
共
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
し

　
よ
う
と
い
う
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

　
ン
の
理
念
で
す
。
豊
か
な
地
域
福
祉

　
社
会
を
築
く
た
め
に
民
生
児
童
委
員

　
の
活
躍
が
『
層
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
漣
施
い
ら
番
保
徽
域

望
蜷
、
思
か
一
ち
蜘
地

く
カ
み
と
ろ
ど
た
と
、
。

　
　
　
　
だ
ご
な
し
く
し
す

今
社
り
題
日
態
た
だ
に
ま

戴
化
取
課
は
実
わ
た
密
い

力
齢
の
な
に
の
。
・
を
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
ん
庭
す
て
携
と

　
　
　
　
　
　
さ
家
ま
し
連
い

の
わ
者
の
員
の
れ
用
、
た

ど
り
齢
後
委
々
ら
利
絡
め

な
と
高
今
童
各
お
に
連
努

祉
Q
、
、
児
や
て
い
層
に

　
　
　
で
は
生
情
し
お
一
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り
充

　
い
む
実
。
の
把
を
よ
の

や
て
進
の
す
域
く
婦
後
祉

子
れ
に
策
ま
地
良
健
今
福

　
洗
濯
、
住
居
の
掃
除
な
ど
。

◆
利
用
料
…
所
得
に
応
じ
て
一
時
間

　
当
た
り
二
〇
〇
円
～
六
五
〇
円

　
（
低
所
得
者
の
入
は
無
料
で
す
）

【
訪
問
入
浴
サ
蓋
ビ
ス
事
業
】

　
入
浴
乾
燥
車
が
自
宅
に
行
き
部
屋

の
中
で
入
浴
、
健
康
相
談
、
寝
具
の

乾
燥
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

◆
利
用
料
…
一
回
七
〇
〇
円

【
お
む
つ
貸
与
事
業
】

　
在
宅
の
寝
た
き
り
の
人
を
対
象
に

一
カ
月
三
〇
〇
枚
以
内
の
布
お
む
つ

を
貸
与
し
ま
す
。

◆
利
爾
料
…
一
枚
一
五
円
（
低
所
得

　
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
）

【
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
一

　
ひ
と
嬢
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
お

年
寄
り
を
対
象
に
、
特
殊
寝
台
、
マ

ッ
欝
セ
ス
、
エ
ア
ー
パ
ッ
ト
、
車
椅

子
、
歩
行
器
、
電
磁
調
理
器
、
痴
果

性
老
太
俳
徊
感
知
器
、
緊
急
通
報
装

置
を
給
付
か
貸
与
し
ま
す
。

◆
利
踊
料
…
所
得
に
応
じ
て
一
部
負

　
撞
が
あ
り
ま
す
。
低
所
得
の
人
は

，
無
料
響
す
。

【
寝
距
き
鱗
老
人
見
舞
金
支
給
事
業
】

　
在
宅
懸
、
一
年
以
上
寝
た
き
ゆ
で

常
時
介
護
が
必
要
な
人
に
、
月
額
三
、

○
○
○
円
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
】

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
を
対
象
に
給

食
の
宅
配
を
行
い
ま
す
。
一
食
当
た
り

四
〇
◎
円
。
今
年
は
水
沢
地
区
で
す
。

5とrお』6夢3平成3年6月10日
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各種制度の内容や助成については下記の

民生児童委員か市社会福祉事務所（盈57

－3111内線134）へ問い合わせください。

　　　気軽にご相談ください
　＋日町市民生児童委員協議会長島田久蔵

最近、よくノーマライゼーションという言葉を耳

にします。障害があっても年を取っても、自分が住

みなれた家庭や地域で日常生活を送れる社会を築こ

うという意味のようです。そのためにも、73名の民

生児童委員に気軽に何でもご相談ください。

本田雅子（本町1上）52－2358

田村喜作（諏訪町）57－3288

島田久蔵（本町5）52－2115
根津清治（本町6－2）57－3897
田村　　　佳　（昭和町1）　52－3232

後藤唯夫（高田町2）52－2424
樋口由紀子（高田町3西）57－3226

西郷泰巖（西寺町）52－3841

目黒リエ（駅通り）57－5324
渡邉芳男（稲荷町3本通1））57－4564

平野喜穫（八幡田町）57－8347

渡辺幸磨（神明町）52－2502
田ロセツ子　（田中町本通り）57－8139

西野幸雄（田川町3）57－8339

小海ヨネ子（千代田町）57－4811

庭野宏平（江　道）52－3408

庭野忠郎（赤　倉）57－9347

村山敬彌（新座3）57－2598
小林繁作（新座4）57－0486
庭野一一義（本町7－2）57－4657

芦田悦子（四日町新田3）57－0055

瀧沢奥太郎　（四日町3）57－2082

大熊ミチ子　（上　原）57－9035

藤木マツ（上　町）57－2408
岡田トシエ　（中　町）57－2613

藤木　舜（北　原）52－3263

池田雅子（轟　木）59－2303
大津　久（魚之田川）59－2004

岩田正一（中条管沼）59－2121

大津文夫（三ツ山）59－2238
當重益郎（東枯木又）59－2217

0
4
r
D
l
n
∠
　
7
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Q
ゾ
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∠
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4
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⊥
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A
U
　
O
∠

0
乙
　
0
乙
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乙
　
0
乙
　
6
∠
　
0
乙
　
0
乙

一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一

『
D
5
F
D
「
D
「
D
6
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「
D
「
D
「
D
「
D
F
D
「
D
「
D

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

3
　

沢
川
寺
　
野

田
原
　
ノ
光
平

新

上
　
蟹
貝
新
　
塩

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（

好
毅
徳
子
子
郎
男

武
正
政
博
修
一
忠

越
藤
橋
川
藤
島
口

生
近
高
井
佐
小
樋

丸山榮一（稲　葉）57－8608

林一雄（小泉1）57－8184
川崎重昭（樽　沢）57－6618
吉澤テル（北鐙坂2）57－6871

保坂利隆（南鐙坂）57－6903

佐野好平（高島1）57－6987
尾身マツイ　（鉢　1）57－0615

小海　勺（名ケ山）57－6837

遠田　徳（川治上町）52－2793

村山節子（妻有町東1）57－4993

目翌加◆を円じ自◆む◆児の母◆§
に月入そ控’た己助ね所童児か対　ひ

菅井十二蔵　（谷内丑1）57－6224

上村理吉（北新田2）57－1492

小林哲夫（城之古東町）57－5766

徳永千三（山本町2）52－2628

竹内ヨシ（寿町1）57－3510
小海よう（高山2）57－3359
柳　澄男（高田町4）52－3625

湯川正夫（関根2）57－1486
村山廣榮（池之平）57－9814

雛適1些II虞．」囎

南雲袈栄吉　（中　村）57－1085

福崎春雄（田　麦）57－0804

俵山正之（ニッ屋）52－4227

桑原計利（塩ノ又）52－2236

富井ヨシ（水沢3）58－3822
山口庄治郎　（馬場2）58－2678

金澤忠司（太田島2）58－2587

古澤新一（土市3）58－2212
上村宇一（新宮1）58－2318
村山リン　（伊達3）58－2768

井口知行　　（大黒沢2）　58－2748

得
制
限
…
年
間
所
得
額
が
お
お

三
八
八
万
円
以
内
の
人

成
さ
れ
る
医
療
費
…
医
療
費
の

負
担
額
か
ら
老
人
保
健
法
に
準

一
部
負
担
金
（
外
来
・
月
八
○
○

入
院
二
日
に
つ
き
四
〇
〇
円
）

除
し
た
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

の
他
…
国
保
や
社
会
保
険
に
未

の
方
は
対
象
外
で
す
。
申
講
の

か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
の
で
早

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

と
り
親
家
庭
に
　
　
§

　
　
　
　
　
医
療
費
助
成

象
者
…
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
か

、
両
親
が
い
な
い
十
八
歳
ま
で

童
を
養
育
し
て
い
る
人
と
そ
の

保坂孝子（姿　1）58－3224
飯塚光男（南　雲）58－2826

佐藤重夫（当　間）58－3491

村山行作（野　中）58－3458
福崎卯三郎　（細　尾）58－3263

§
露
纏
鋸
葎
料
金
助
成
鍛

◆
対
象
者
…
▼
身
障
者
手
帳
所
持
者

　
で
一
級
ま
た
は
二
級
の
人
▼
療
育

　
手
帳
の
所
持
者
で
判
定
が
A
の
人

◆
助
成
方
法
お
よ
び
助
成
額

　
対
象
者
に
　
年
分
一
二
枚
の
タ
ク

シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。
利
用

券
一
枚
が
小
型
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料

金
に
な
り
ま
す
。
利
用
で
き
る
タ
ク

シ
ー
は
市
内
に
営
業
所
の
あ
る
四
社

で
す
。
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囹平成3年度予算〔華霧羅灘黎罪下半期の〕

　　業務予定量

　1．給水戸数　　　　　　 8，878戸
　2．年間総給水量　　　　　　　　　　3，150，000m3
　3．一日平均給水量　　　　　　　　　　　　　8，630m3

　4．主要なる建設改良事業　施設改良費　　　168，605千円

収益的収入および支出　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

囹平成2年度下半期の業務状況

　　　　　　消費税相当分込み　　　（平成2年10月1日～平成3年3月31日）

収　　　　　天
科　　園 金額篠麟 科　　翻 金額鱒隙
営業費用
営業外費用

特別損失
　計
下半期損失

2億6，910

1億2，658

　1，059
4億0，627
△2，280

営業収益
営業外収益

特別利益
　計

3億6，804

　1，093

　　450
3億8，347

下半期合計 3億8，347 下半期合計 3億8，347
当年度合計 7億1，998 当年度合計 7億1，619

収 薫 糞 畿

1．水道事業収益 710，765 1．水道事業費用 732，730

1）営業収益 697，538 1）営業費用 493，855

2）営業外収益 13，177 2）営業外費用 237，825

3）特別利益 50 3）特別損失 50

4）予　備　費 1，000

（平成3年3月31日現在）

単位二千円資本的収入および支出

資　　　　　産 負債幾醗資蒸
科　　　　匿 金額雛謝 科　　　　圏 金額擁㈱
固定資産
流動資産
　　、繰延勘定

35億0，786

3億1，794

　1，980

固定負債
流動負債
資　本　金
剰　余　金

　　882
　3，194
36億8，006

1億2，478

合　　　計 38億4，560 合　　　計 38億4，560

駁　　　　　羨 支　　　　　鐡

1．資本的収入
　1）企　業　債

　2）負　担　金

142，776

140，700

　2，076

1．資本的支出
1）建設改良費

2）企業債償還金

256，245

175，524

80，721

（平成2年10月1日～平成3年3月31日）

お詫び…市報5月25日号でお知らせした水道普及率中で上水道普及率は
　　　　99．8％、全市普及率は95．2％でしたので訂正しお詫びします。

匿　　分 藩業期 畿肇期 増　減 鑑率鑑

給氷縫数鱒1 霧，麗累 8，8腿 ＄3 1⑧⑧．襲

配
水
量

総　量（m・）

一日最大（m・）
‘
一
日
平
均

（m・）

1，668，612

　13，533
　9，143

2，228，469

　13，976
　12，177

△559，857

　△443
　△3，034

74．9

96．8

75．1

　　積立

蝪

　
市
に
は
現
在
十
六
種
の
積
立
金
が
あ

り
、
平
成
二
年
度
末
で
は
十
六
億
七
千

三
百
万
円
が
積
み
立
て
て
あ
り
ま
す
。

　
積
立
金
（
基
金
）
は
、
思
わ
ぬ
災
害

が
発
生
し
た
時
や
、
税
収
が
不
足
し
た

時
に
対
応
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基
金

と
、
将
来
の
施
設
整
備
に
備
え
計
画
的

に
積
み
立
て
、
そ
の
目
的
以
外
に
は
使

用
で
き
な
い
積
立
金
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
元
金
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
そ
の

利
子
に
よ
っ
て
運
用
す
る
積
立
金
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
積
み
立
て
や

取
り
崩
し
は
議
会
の
議
決
が
必
要
で
す
。

　
借
入
途
羅
認
取
高
　

　
借
入
金
（
市
債
）
は
、
市
が
道
路
の

改
良
や
河
川
の
整
備
、
小
中
学
校
の
改

築
な
ど
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
事

業
に
あ
て
る
た
め
、
国
や
金
融
機
関
な

ど
か
ら
長
期
に
わ
た
り
、
借
り
入
れ
る

資
金
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
三
年
三
月
末
現
在
の
借
入
金
残

高
は
、
下
表
の
と
お
り
一
般
会
計
・
特

別
会
計
の
利
子
を
含
め
た
合
計
は
三
百

八
十
六
億
五
千
二
百
万
円
に
も
の
ぼ
り

ま
す
。
ま
た
、
元
年
度
決
算
に
お
い
て

は
借
入
金
の
返
済
額
の
多
少
を
示
す
割

合
（
公
債
比
率
）
は
、
一
七
・
三
％
で

（単位：百万円）〈積立金の種類と使用目的〉

◆財政の調整に使用される積立金◆

1．購政調整墓金 724 財源の不足等を調整する

◆特定の目的以外には使用できない積立金◆

2．減債塞金 261 借入金の返済にあてる

3。公騰館建設資金 0．2 公民館の建設にあてみ

4．誰瞬晦総轡鼓園建設資金 2 総合公園の整備にあてる
5．義務教育施設整備資金 275 小中学校の施設整備にあてる

畿簡易氷遵施設整備資金 152 簡易水道の建設にあてる

7．青少集醗修施設整備資釜 10 青少年研修施設の整備にあてる・

8．総念農地開溌事業資金 9 農地等の大規模開発にあてる
⑨．図書館建設資金 50 図書館建設にあてる

麹．蒙叢づく爆特別墓金 100 ふるさと創生まちづくり事業にあてる

難．氷緩農業確整推進蕪業墓金 13 転作等の事業推進にあてる

県
内
二
十
市
中
で
一
番
高
い
比
率
と
な

り
ま
し
た
。

（単位：百万円）

〈借入金の状況〉

套詳匿分 霜　金 利　景 計

一一　般　会　計 11，528 5，561 17，089

簡易水道特別会計 1，854 1，608 3，462

下水道事業　　〃 6，060 5，501 11，561

農業集落排水事業〃 176 146 322

駐車場　　〃 184 19 203

水道事業会計 3，212 2，803 6，015

合　　　計 23，014 15，638 38，652

◆特定目的のためその積立金の利子運用をする積立金◆

魏．奨挙墓金 2 奨学資金にあてる
欝．舗翻墓釜 5 核廃絶等平和活動にあてる
垂4．塵講賞墓金 3 模範市民のほう賞にあてる
饗軽国際爽瀧、嚢総鍛潔一繋基金 57 国際交流と青少年の文化スポー

ツの向上にあてる

驚交通遺兇等援助墓金、 10 交通遺児等の援助資金にあてる

　
こ
れ
は
、
市
民
の
各
種
の
要
望
に
こ

た
え
て
公
共
施
設
の
整
備
に
力
を
注
い

だ
結
果
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で

は
今
後
の
事
業
を
計
画
ど
お
り
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
財
政

の
健
全
化
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
市

で
は
過
去
に
借
り
入
れ
た
金
利
の
高
い

資
金
に
つ
い
て
、
繰
り
上
げ
償
還
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
借
入
金
を
増
や
さ

な
い
た
め
の
調
整
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、
北
越
北
線

関
連
整
備
、
駅
西
地
区
整
備
、
道
路
、

学
校
、
上
・
下
水
道
な
ど
事
業
は
山
積

し
て
い
ま
す
。
長
い
期
間
を
見
通
し
た

中
で
計
画
的
な
財
政
運
営
を
し
、
借
入

金
の
活
用
を
し
て
い
き
ま
す
。
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身体障害者研修旅行で善光寺へ
　～㈹青年会議所の主催で22回目～

　
日
ご
ろ
外
に
出
る
機
会
の
少
な
い
、
重
度
心

身
障
害
者
と
家
族
を
対
象
に
、
五
月
十
九
日
㈲

身
体
障
害
者
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
㈹

十
日
町
青
年
会
議
所
（
村
山
政
文
理
事
長
）
の

主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

J
R
飯
山
線
で
善
光
寺
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
列
車
の
中
で
の
催
し
物
や
善
光
寺
詣
り
な
ど

で
楽
し
い
一
日
を
終
え
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

ま
た
来
年
の
再
開
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騙

轟

車中でのゲームも楽しみのひとつ

　
成
～
完
討

　
ぜ
　
　
才

　
　
力
目

　
所
を
宿
磁

の
合
ナ

塩ノ又に日大レスリング部

鰍

～桜花レスリング道場でバルセロ
　　　　騨凱闘

　
市
の
研
修
施
設
「
塩
ノ
又
山
荘
」
の
払
い
下

げ
を
受
け
て
改
装
工
事
を
進
め
て
い
た
、
日
本

大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
（
堀
内
岩
雄
監
督
）
の
合
．

宿
所
「
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
」
が
完
成
し
、

五
月
二
十
五
日
dD
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
開
所
式
に
は
、
ソ
ウ
ル
五
輪
4
8
キ
。

級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
小
林
孝
至
選
手
ら
バ
ル
セ
ロ

ナ
五
輪
候
補
選
手
を
含
む
、
日
大
レ
ス
リ
ン
グ

部
、
警
視
庁
や
実
業
団
選
手
ら
四
十
名
が
列
席
。

福
田
富
昭
助
監
督
は
「
大
学
、
実
業
団
、
女
子
、

子
ど
も
レ
ス
リ
ン
グ
に
最
適
。
人
間
を
つ
く
る

道
場
と
し
て
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
最
後
に
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
・
グ
レ

コ
ロ
ー
マ
ン
の
模
範
演
技
が
、
ロ
ス
五
輪
5
7
キ
。

級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
富
山
英
明
コ
ー
チ
の
解
説
に

よ
り
行
わ
れ
、
開
所
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
を
目
指

す
選
手
の
練
習
を
、
新
装
し
た
塩
ノ
又
の
道
場

で
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　　　　　鋤

バルセロナ五輪への道は塩ノ又の道場から

σ
O
O
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O
O
O
∩
日
U
O
O
∩
H
U
O
O
O
O
O
B
O
O
∩
巨
目
H
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O
O
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O
O
口
O
O
O
O
O
口
O
O
臼
O
O
∩
U
U
O
O
O
O
O
O
O

O
　
　
・

のの

ユ
　
澹
し
兜
ち
の

のの

。
　
」
噌

OOOOO⊂＝＝二⊃OQ⊂＝＝二⊃OO⊂ニコ

－－－
＝
■　　●　　■

▼
　
　
　
O
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⑳
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の
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O

　
　
　
O⊂）OOOOO⊂二二＝二　OO⊂二二二二⊃

O
《
U
O
O
口
○
○
臼
O
O
O
O
Q
∩
n
H
U
Q
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
口
O
Q
雛
O
O
臼
O
O
∩
巨
U
Q
O
臼
O
O
O
O

滝沢亜美さん
　　（5年）

　
す
ご
く
広
い
コ
ー
ス
が

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
ん
だ
よ

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
に
は
、
一
輪
車
・

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま

す
。
わ
た
し
は
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
、
迷
わ
ず
こ
の

ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
に
入
る
前
は
、
大
好
き

な
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
も
家
の
前
の
あ

き
地
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
今
は
ち
が
い
ま
す
。
学
校
に
は
、

一
輪
車
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
．
そ
れ
に
、
大
勢
の
友

逢
と
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
に
、
と
て
も

広
い
一
輪
車
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
用

の
コ
ー
ス
が
あ
る
の
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
時
間
に
な
る
と
、
一
輪
車

で
リ
レ
ー
を
し
た
り
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ

　　　　　　　　饗　　　　　　蟷　　　醜　　翼纏

ヨ
　
　
人

　
　
　
簾庸
鱗賠酔

！
ト
の
技
を
作
っ
た
り
し
て
、
思
い
切

り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、

道
具
を
持
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
学
校

に
一
度
来
て
見
て
は
い
か
が
で
す
か
。

議
パ
ソ
コ
ン

　
　
　
　
　
　
大
好
き

さあ、これから大好きなクラブ活動だ！！
関ロ和宏くん
　（6年）

ぼ
く
た
ち
の
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

8



　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　＿萎　　　　　　　華　　　　醗灘　藷
箋

第2回チャリティー・コンサートで熱唱

域おこしで
伝説の名所を復活
山で「田毎の月」～

瓢、い塾￥議

締

源丁漁

ツ三

　
五
月
二
十
八
日
㈹
午
後
七
時
三
十
分
、
三
ツ

山
の
屏
風
が
松
の
峠
に
「
田
毎
の
月
」
を
一
目

見
よ
う
と
、
百
人
を
越
え
る
人
達
が
集
ま
り
ま
し

た
。
場
所
は
三
ツ
山
か
ら
池
谷
に
通
じ
る
山
道

の
途
中
に
あ
り
、
五
月
の
満
月
が
眼
下
の
た
ん

ぼ
数
枚
に
影
を
映
す
と
い
う
も
の
。

　
田
毎
の
月
は
、
明
治
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て

来
た
伝
説
の
名
所
を
、
飛
渡
地
区
を
考
え
る
会

や
地
域
お
こ
し
青
年
会
議
な
ど
が
環
境
整
備
を

し
て
、
昭
和
六
十
年
か
ら
実
現
さ
せ
た
地
域
お

こ
し
事
業
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
日
は
う
す
曇
り
の
な
か
、
地
元
の
人
達

の
尺
八
の
音
や
民
謡
に
誘
わ
れ
る
か
の
よ
う
に

満
月
が
顔
を
見
せ
る
と
、
大
き
な
歓
声
が
あ
が

り
つ
か
の
間
の
風
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

サンデー・ヴォーカル・アンサンブル（代表樋ロ正文さん）

ブ
は
、
去
年
で
き
た
ば
か
り
の
新
し
い

ク
ラ
ブ
で
す
。
ぼ
く
は
、
小
さ
い
頃
か

ら
機
械
関
係
が
得
意
だ
っ
た
し
、
家
で

ワ
ー
プ
ロ
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

パ
ソ
コ
ン
に
も
興
味
を
持
ち
始
め
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
ク
ラ
ブ
が
で

き
た
と
聞
い
て
、
入
っ
て
み
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
。

　
五
年
生
の
時
は
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

文
章
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
時

は
、
上
級
生
の
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
今
年
、
ぼ
く
が
ク
ラ
ブ
長
で
す
。
今

や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ロ
ー
マ
字
入
力

で
す
。
ロ
ー
マ
字
は
苦
手
で
す
が
、
少

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　カラオケをバックに、自慢ののどを披露する人はいっ

ぱいいますが「しらふで、しかも伴奏なしで歌え」と言

われると、ちょっと勝手が違ってきます。

　4年前、合唱をちょっとかじった素人数人が、無謀に

も指揮者なしで無伴奏の合唱ハーモニー◎を楽しみたいと、

日曜を練習日にして産ぶ声を上げたのが「サンデー・ヴ

ォーカル・アンサンブル」です。

　現在は、市外のメンバーも含めて、女声5人、男声6

人の、社会人11人です。県内にも合唱団は数多く見られ

ますが、ソプラノ、テナーなどの声部を～1人ないし2

人で受け持つアンサンブルの団体は珍らしい存在です。

　6月1日には「スペイン黄金世紀を歌う」と題して、

16世紀ルネサンス時代の宗教音楽などを中心に、第2回

目の「交通遺児のためのチャリティー・コンサート」を

開きました。趣味の活動が、地域の何らかの役に立てば、

というささやかな願いも持っています。

　もちろん、ポピュラーや日本の愛唱曲も歌います。歌

のジャンルにはこだわりません。何といっても、うまく

ハモッたときの「気分は最高」です。ときにはアルコー

ルでのどを潤しながら、究極のハーモニー？を求めて、

今週も練習会場へ向かいます。

パソコン相手に奮闘中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

し
文
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
下
級
生
が
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
教
え
て
あ
げ
て
、
も
っ
と
も
っ

と
難
し
い
操
作
を
覚
え
て
み
た
い
で
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

鷲
塾
蜜
塾
塾
蜜
塾
鋳
塾
塾
・
浄
・
塾
鋳
薮
3
評
鰐

誰ぬ廠廠廠織幽繭廠轟繭
遷　このコーナーは、運動
篭や文化、芸能などを楽
屠
遷　しんでいるサークル、

遷　クラブなどを紹介する

遷　　　　　　一
篭　コーナーです。〕のコ

懐一ナーで自分たちの頑
屠張っている姿をアピー
篭
篭　ルしてみませんか。

遷　総務課文書広報係
1（費5F3111内線214）

論叩噸噸噸穿曜聯叩鯉鱒
練習の手を休めて、ちょっと一服

9とおガ詐3平成3年6月10日
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L

灘
・

難
覇
轟
嚢
覇
『
甑
ド

（
㈱
丸
山
輔
鞭
歳
）

　
　
　
　
や
す

根
津
保

　さ叢．塗峯，　、鶯
　ん　）　　　・愚．＿≒
　　東京の専門学校を卒業してから今の会社に就職

　し、5年目になりました。会社では現場管理の仕

　事で、主に建設省関係の工事を担当しています。

　　休日は高校の時の仲間と作った、とんねるずと

　いう野球チームで、ほとんど毎週野球をしていま

　す。もう一つ、同じ会社にいる仲間と自動車のレ
ゑ

き一スも時々楽しんでいます。
き

き　十日町については、いやなところというのは考
1えたことはありませんが、若い人達が遊ぶところ

1が欲しいです。ゴルフ場はどこにもあるので、モ

き一タースポーツのできるところが欲しいですね。
き

き自分がモータースポーツをやっているからという
き

きのもありますが、全国から人が集まると思います。
き

き　つい最近友人の結婚披露宴に出たんですが、や

1っぱりいいものだなと感じました。理想の相手は

1明るい笑顔の似合う人です。そんな相手が現われ

1たら早く結婚したいですね。

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
置
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

　　　　　　　　　野

　　　　　一　上
　　　　　㈱
　　　　　ラ　理
　　　　　●田
　　　　　去川　恵
　　　　　．町
　　　　　勢　子
　　　　　勤24　　　　　務歳　さ
　　　　　）　　ん

ましたが両親の希望で十

ました。今の会社に勤めて
　
　
の

し
き
す
す
で
ど
い

ご
て
で
ま
人
子
た
は
か
少
に
つ
の
イ
短
し
り

過
し
い
い
3

で
ン
ら
が
と
す
婚
と
楽
会
一

京
一
く
姉
親
で
結
た
が
機
ホ
と
去
に
時
ん
活

東
タ
月

間
U
カ
は
は
な
で
に
う
所
少
い
は
て
通
き
た

年
に
3
族
在
中
ま
京
い
場
青
た
日
力

4
町
年
家
現
集
い
東
と
う
ら
り
の
物
今
う
張

　
日
－
　家族は、姉がいますがもう結婚してしまったの

で現在は両親と3人です。ですから現在お婿さん

募集中なんです。子どもが大好きなので、26歳く　、

らいまでに結婚したいと思っています。　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
　東京にいたときは、映画を見たりお芝居を見た　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　1りというのが楽しかったです。でも十日町はそフ　1

いう場所や機会が少ないので寂しいですね。今年i

から青少年ホームに通っていますがまだ本当に　1

やりたいことが見つからないという感じです。休1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考
みの日は、去年車の免許を取ったので、長岡まで1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋買物がてらにドライブというのが多いですね。　　1
　　　　　　　　　　　　　　＿』　　　　　　　　　　1
　今、通勤時間が短いですが、東尽にいたときの1
ようにきちんとおしゃれをして出勤する、そんな　1

緊張した生活を送りたいと思っています。　　　1

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
の
江
刺
市
は
、

岩
手
県
の
中
で
も
宮
城
県
寄
り
に
位
置

し
、
東
北
自
動
車
道
、
東
北
新
幹
線
が

と
も
に
走
っ
て
い
る
の
で
、
交
通
の
便

は
最
高
で
す
。
そ
れ
で
も
十
日
町
か
ら

里
帰
り
す
る
と
き
は
、
車
で
八
～
十
時

間
か
か
る
の
で
、
三
年
に
一
度
く
ら
い

し
か
帰
り
ま
せ
ん
。

近
く
の
観
光
地
と
い
う
と
、
平
泉
の

中
尊
寺
や
小
岩
井
農
場
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
近
く
に
お
い
で
に
な
っ
た
人

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
と
言
う
と
、
北

上
川
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
兄
と
一
緒

に
釣
り
を
し
た
り
泳
い
だ
り
、
ま
た
、

打
ち
上
げ
花
火
が
あ
る
の
も
北
上
規
で

し
た
。東
京
で
結
婚
し
て
、
昭
和
五
十
九
年

の
春
に
思
い
切
っ
て
十
日
町
の
妻
の
実

家
に
来
ま
し
た
。
は
じ
め
は
言
葉
も
わ

か
ら
な
か
っ
た
り
、
雪
か
き
や
雪
下
ろ

し
も
余
計
な
仕
事
の
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
で
も
、
田
舎
は
よ
そ
も
の
を
嫌

阿部　　晃さん
（下条中央通り・34歳）

　　　えさし
岩手県江刺市鰹

う
と
い
う
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
実
際
は
町
内
の
人
を
含
め
て
み
ん

な
い
い
人
で
す
し
、
東
京
で
し
て
い
た

革
加
工
の
仕
事
が
こ
ち
ら
で
で
き
る
よ

う
に
も
な
り
、
十
日
町
に
腰
を
落
ち
着

け
て
い
ま
す
。
地
域
の
集
ま
り
に
も
参

加
し
ま
す
が
、
雪
ま
つ
り
の
雪
像
作
り

の
時
は
最
初
何
を
し
て
よ
い
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
菜
は
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
覚
え
ま

し
た
。
と
く
に
木
の
芽
が
大
好
き
で
す
。

天
神
ば
や
し
も
一
緒
に
歌
え
る
く
ら
い

に
は
覚
え
ま
し
た
し
、
よ
う
や
く
十
日

町
の
人
に
な
れ
そ
う
で
す
。

著轡

江
鄭
廊

　臓琳象宙県県“

蒸鴛

ユ0

濁
輪
㍉
㍉
㍉
濁
蘭
㍉
薗
輸
輸
㍉
濁
輸
『
㍉
司
喝
℃
℃



〈材料〉　　　（4～5人分）

・米…4合（しょうゆ約70cc

と酒100cc強を合わせて水加減）

・木の芽…多めの一把・山た

すのこ（あったら）…少々・油．

みりん￥塩￥調味料…適宜

、
鑑

金井スミエさん

（翻一2腕）

　
あ
っ
さ
り
味
の
人
気
者

　
「
お
代
わ
り
、
あ
る
？
」
と
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
大
好
評
な
の
で
、
い

つ
も
多
め
に
作
る
ん
で
す
よ
。

　
　
　
　
ヤ

　
し
ょ
う
ゆ
御
飯
に
た
け
の
こ
の
コ
リ

コ
リ
し
た
歯
ご
た
え
や
、
木
の
芽
の
緑

が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
木
の
芽
の
色

が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
塩
で
味
付
け
す

る
の
で
鮮
や
か
さ
が
残
り
ま
す
。

　
わ
が
家
の
お
す
す
め
の
一
品
で
す
。

〈
作
り
方
〉
①
米
は
、
し
ょ
う
ゆ
、
酒

を
合
わ
せ
て
水
加
減
を
し
、
炊
い
て
お

く
。②
木
の
芽
は
、
生
の
ま
ま
三
～
四
弛
．
の

長
さ
に
切
り
、
た
け
の
こ
は
小
さ
く
薄

く
切
る
。

③
鍋
に
油
を
引
き
、
木
の
芽
と
た
け
の

こ
を
さ
っ
と
い
た
め
、
塩
と
調
味
料
少
々

で
味
付
け
を
し
、
火
を
止
め
る
前
に
み

り
ん
を
少
し
加
え
る
。

④
木
の
芽
の
色
や
味
が
変
わ
ら
な
い
よ

う
に
、
食
べ
る
直
前
に
あ
た
た
か
い
御

飯
と
合
わ
せ
る
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　麟
ウ嘱

き

籔
撒

蒙
　
　
　
蓬

騒・轟欝鞭纒○麟上村祐介くん（長男）左

　ぼくたち￥仲良しの双子だよ。4月からは保育園に行ってい

るから友達もいっぱいできたよ。いつもテレビでウルトラマン

や仮面ライダーを見ているから￥ウルトラマンごっこが大好き
なんだ。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　天使幼稚園
レ

グ　　　⑱
　　Φ農⑳綴嚢．”・＿

翁
’

藏

饗野や

　お父さんと水族館に行って来

たんだ。初めて見た「たこ」を

大きく描いたんだよ

　お姉ちゃんと遊んでいるとこ

ろを描いたの。花が咲いてチョ

ウチョも飛んでいるのよ。

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

上
村
博
之
く
ん

　
　
　
　
　
（
5
歳
）

高
橋
恵
子
ち
ゃ
ん＼譜イー

併
㌻
併
『
併
伊
併
『
併
僻
僻
併
併
伊
墜
併
塵
僻
墜
併

診
o

㌧
こ
㌧
福
崎
ヨ
キ
さ
ん

　
田
麦
の
部
落
は
、
も
と
は
田
麦
平
と

言
っ
た
そ
う
な
ん
だ
て
の
。
い
つ
ご
ろ

か
ら
田
麦
に
な
っ
た
か
わ
か
ら
ね
え
ど

も
、
鎮
守
様
の
辺
り
に
最
初
う
ち
が
あ

っ
て
、
そ
い
か
ら
順
番
に
上
の
方
に
上

が
っ
て
き
た
ん
だ
て
の
。
昔
は
六
十
五

軒
も
あ
っ
た
ん
だ
ど
も
場
所
が
悪
い
ん

だ
ん
が
、
今
で
は
四
十
二
軒
に
な
っ
た

て
の
。
こ
こ
ら
に
は
昔
、
狼
や
猿
が
い

っ
ぺ
い
出
て
町
か
ら
戻
っ
て
来
る
と
き

狼
に
追
わ
れ
て
の
。
昔
の
し
ょ
は
頭
を

結
っ
て
い
た
ん
だ
ん
が
、
頭
に
飛
び
か

か
っ
て
こ
ろ
ば
し
て
か
み
つ
い
た
と
い

う
話
を
聞
い
た
て
の
。

　
わ
た
し
は
船
坂
で
生
ま
れ
た
ん
だ
ど

も
、
う
ち
が
び
っ
ぽ
で
五
年
生
か
ら
冬

（
田
　
麦
・
8
5
歳
）

籔譲

は
子
守
り
、
夏
は
百
姓
の
手
伝
い
を
し

て
、
学
校
へ
や
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

ん
だ
て
の
。
三
年
生
か
ら
は
な
っ
取
り

も
や
り
ま
し
た
て
の
。
四
つ
の
年
の
年

取
り
の
晩
に
じ
ろ
に
転
ん
で
、
焼
け
っ

つ
り
を
し
た
ん
が
一
番
つ
ら
か
っ
た
て

の
。
学
校
へ
行
け
ば
い
じ
め
ら
れ
、
娘

に
な
っ
て
も
娘
盛
り
の
お
も
し
ろ
い
め

を
ぜ
ん
ぜ
ん
し
ね
え
で
し
ま
っ
た
て
の
。

　
二
十
三
の
年
に
田
麦
に
嫁
に
来
て
、

何
の
と
り
え
も
な
か
っ
た
ど
も
、
体
が

丈
夫
だ
っ
た
ん
だ
ん
が
百
姓
一
筋
で
こ

こ
ま
で
来
た
て
の
。
男
衆
が
い
た
ん
だ

ん
が
、
は
な
っ
取
り
を
し
な
く
て
い
い

と
思
っ
た
ど
も
、
気
の
荒
い
馬
や
牛
の

　
　
　
　
　
　
　
き
ん
ま

は
な
っ
取
り
や
「
木
馬
」
を
押
し
て
田

か
き
も
や
っ
て
み
た
て
の
。
冬
は
若
い

こ
ろ
習
っ
た
機
織
り
を
や
っ
て
七
人
の

子
ど
も
を
育
て
て
き
た
て
の
。

　
今
の
楽
し
み
は
民
謡
を
歌
う
こ
と
。

民
謡
の
大
会
で
優
勝
し
た
り
、
名
取
り

を
も
ら
っ
た
り
、
去
年
は
準
師
範
の
免

許
を
取
っ
た
り
し
ま
し
た
て
の
。
人
生

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ど
も
、
昔
の

苦
労
を
忘
れ
て
民
謡
を
楽
し
み
に
毎
日

を
過
し
て
い
ら
ん
だ
て
の
。

ユユとrお‘ガ夢3　平成3年6月10日
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難籏

　
人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
人

　
　
　
　
　
人
権
相
談
の
ご

　
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
は
人
権
問
　
　
誉
や
信
用
を
失
っ
た
と
き
。

題
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
た
り
、
　
　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
近
く
の

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◎
人
権
が
お
か
さ
れ
て
い
る
例

■
学
校
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で

　
「
い
じ
め
」
な
ど
を
受
け
た

　
と
き
。

■
み
ん
な
か
ら
不
当
に
仲
間
は

　
ず
れ
に
さ
れ
た
り
、
差
別
を

　
受
け
た
と
き
。

■
老
人
や
子
ど
も
が
む
ご
い
扱

　
い
を
さ
れ
て
い
る
と
き
。

■
変
な
う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
名

水道工事は指定工事店で

　
市
内
の
水
道
工
事
は
、

市
が
認
め
た
指
定
工
事
店

し
か
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
指
定
工
事

店
は
水
道
局
と
連
絡
を
と

り
、
水
道
管
等
の
事
故
や

水
の
汚
染
が
な
い
よ
う
に

工
事
を
し
ま
す
。
こ
れ
は

水
道
施
設
の
管
理
を
円
滑

に
行
い
、
使
用
者
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。

　
詳
し
く
は
水
道
局
維
持

係
（
内
線
㍑
）
へ
。

《人権擁護委員の皆さんです》

利
用
を

武田文雄さん
（土市1盈58－2127）

中林秀一郎さん
（中町費57－0211）

酒井浩司さん
（小泉1盈57－6816）

根津清治さん
（本町6－2低57－3897）

資　格 指定工事店名 所在地 電話
㈱植木組十日町営業所 千歳町3 57－2201

A　級 ㈱　　拓　　越 本町7－2 57　8211
（公道・宅
平和水管㈱ 高山2 57－4078地とも工事

ができます） 北越上下水道㈱ 千代田町 52－4293

㈱　美　佐　伝 四日町新田3 57　9191

小川電機商会 本町4 52－2643
須藤ポンプ店 水　　口 56－2607

㈲遠田設備 本町㍗1 57－9441
㈱羽生田鉄工所
十日町営業所

山本町3 57－8511

B　級 ㈲樋口水道 上川町 57－5003
（宅地のみ

工事ができ
孫六商店㈱十日町営業所

高田町5 57－8875

ます） ㈲三隆設備工業 四日町1 57－4454

㈱宮元屋商店 土市3 58－2035
㈱村熊商店 高田町6 52－3597
村　山　配　管 高山4 57－3581
㈱山田屋商店 本町1上 52－3105

冴姉

査調
事業所統計

計統業商

壁
場
む
店
舗
懸
饗
溢
社
織
崇
校
織
調
査
対
象
．
、

　
7
月
1
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
事
業
所
統
計
調
査
と
商
業

統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
調
査
は
、
統
計
法

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
国
の
重

要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
事
業
所
統
計
調
査
は
、
事
業

所
お
よ
び
企
業
の
業
種
、
従
業

者
規
模
な
ど
の
基
本
的
構
造
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
商
業
統
計
調
査

の
目
的
は
、
わ
が
国
の
商
店
の

販
売
活
動
の
実
態
や
分
布
状

況
、
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
商
店
や
工
場
、

会
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
農
林

漁
家
を
除
く
す
べ
て
の
事
業
所

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

自
宅
で
「
出
機
」
や
「
手
描
き
」

な
ど
の
賃
加
工
の
仕
事
を
業
と

し
て
行
っ
て
い
る
場
合
も
調
査

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

計
画
や
施
策
を
立
案
す
る
際
に
、

貴
重
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

　
六
月
下
旬
に
、
調
査
員
が
各

事
業
所
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
回
収
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統

計
作
成
の
た
め
に
の
み
用
い
ら

れ
、
各
事
業
所
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
文
書

広
報
係
（
内
線
剛
）
へ
。

衛
生
施
設
組
合
か
ら
の
お
願
い

ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
つ
て
出
し
ま
し
よ
う

　
暑
い
季
節
を
迎
え
る
と
、
水

分
の
多
い
ご
み
が
増
え
て
き
ま

す
。
ご
み
は
水
切
り
を
し
っ
か

り
と
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出

す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
き
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に

　
他
の
町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
ご
み
を
出
す
と
き
は
、

町
内
の
衛
生
組
合
長
を
通
し
て

相
談
し
、
了
解
し
て
も
ら
っ
て

か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。■
事
業
所
の
多
量
の
ご
み
は
自

己
搬
入
を

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
事
業

所
の
多
量
の
ご
み
を
出
す
と
、

一
般
の
住
民
の
ご
み
が
出
し
づ

ら
く
な
り
ま
す
の
で
、
営
業
上

出
さ
れ
る
多
量
の
ご
み
は
焼
却

場
に
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
清
潔

に　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
町
内

の
大
事
な
財
産
で
す
。
町
内
で

協
力
し
て
管
理
し
、
い
つ
も
清

潔
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ユ2
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特
別
地
方
消
費
税

7
月
1
日
か
ら
免
税
点
が
上
が
り
ま
す

　
料
理
店
、
バ
ー
、
飲
食
店
や

ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
で
飲
食
や

宿
泊
を
し
た
と
き
に
、
特
別
地

方
消
費
税
が
利
用
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
支
払
わ
れ
る
料
金
の
う
ち
、

一
定
の
金
額
ま
で
税
金
が
か
か

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
金
額
を
免

税
点
と
い
い
ま
す
。

　
平
成
3
年
7
月
－
日
か
ら

は
、
次
の
よ
う
に
改
正
（
減
税
）

さ
れ
ま
す
。

1
、
料
理
店
、
バ
ー
、
飲
食
店

な
ど
で
飲
食
を
し
た
場
合

　
一
人
一
回
に
つ
き
7
、
5
0

　
0
円
（
現
5
、
0
0
0
円
）

2
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
の
利
用
で
、

［
泊
二
食
と
宿
泊
に
伴
う
追
加

飲
食
を
し
た
場
合

　
一
人
に
つ
き
1
5
、
0
0
0

　
円
（
現
1
0
、
0
0
0
円
）

ま
た
は
、
宿
泊
し
な
い
で
休
憩

や
飲
食
を
し
た
場
合

　
一
人
一
回
に
つ
き
7
、
5
0

　
0
円
（
現
5
、
0
0
0
円
）

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
財
務

　
事
務
所
（
盈
5
7
1
5
5
1
2
）

　
へ
。

国
保
加
入
の
皆
さ
ん
へ

　
　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
届
け
出
を

◎
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の

3
つ
の
注
意
点

　
1
　
必
ず
警
察
に
届
け
る
。

　
2
　
国
保
に
「
第
三
者
行
為

　
　
に
よ
る
被
害
届
」
を
提
出

　
　
す
る
。

　
3
　
示
談
は
国
保
に
相
談
し

　
　
て
か
ら
。

◎
医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

　
交
通
事
故
の
よ
う
に
、
第
三

者
の
行
為
に
よ
っ
て
ケ
ガ
を
し

た
と
き
は
、
加
害
者
が
そ
の
医

療
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◎
国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き

　
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害

届
」
や
事
故
証
明
書
な
ど
を
提

出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
早

め
に
国
保
係
に
連
絡
や
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
示
談
は
慎
重
に

　
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、

そ
の
示
談
の
取
り
決
め
の
内
容

が
優
先
す
る
こ
と
が
あ
り
、
示

談
の
成
立
以
後
は
、
加
害
者
に

請
求
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
示
談
を
結
ぶ
前
に

必
ず
国
保
係
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
原
付
バ
イ
ク
も
任
意
保
険
を

観光協会が市役所に移転
一市長室の隣商工観光課の中に

　十日町市観光協会（服部泰会長）の事務

局が、6月1日よりクロス10から市役所2

階（商工観光課）に移転しました。

　年々具体的に進んでいるリゾートの計画

を始め、行政観光施策とより密接に連携し、

協会の運営や各種事業を観光行政スタッフ

と機能的、効果的に推進してゆくために合

体をしました。協会員をはじめ一般市民の

皆様から今後とも変わらぬご支援、ご協力

をお願いいたします。なお事務局長には、

矢口辰幸商工観光課長が就任。（高橋健一前

事務局長はクロス10総務部に）事務局とし

て同課観光係職員が担当します。

豊57－3345FAX57－5150は変わりません。

　
自
賠
責
保
険
だ
け
で
は
、
損

害
賠
償
金
に
足
ら
ず
、
生
活
が

非
常
に
苦
し
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
な
る
べ
く
任
意
保
険

に
も
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課

　
国
保
係
（
内
線
田
）
へ
。

北
越
北
線
工
事
の

　
　
　
　
　
　
お
知
・
り
せ

　
北
越
北
線
は
現
在
平
成
8
年

度
の
開
業
を
目
指
し
て
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。
日
本
鉄
道
公

団
、
J
R
東
日
本
お
よ
び
十
日

町
市
で
は
、
次
の
よ
う
に
十
日

町
駅
周
辺
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
中
は
何
か
と
ご
不
便
を

お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
鉄
道
公
団
、
J
R
東
日
本

　
北
越
北
線
の
高
架
橋
お
よ
び

　
十
日
町
駅
新
設
工
事

　
平
成
3
年
6
月
～
平
成
5
年

　
度
ま
で
。

★
十
日
町
市

　
十
日
町
駅
西
口
広
場
工
事

　
平
成
3
年
7
月
～
平
成
7
年

　
度
ま
で
。

教
科
書
展
示
会
を

　
　
　
　
　
　
行
い
ま
す

　
来
年
度
使
用
の
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
科
書
を
展
示
し
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
6
月
2
6
日
㈱
～
7

噺

　
月
1
2
日
㈹

■
時
　
間
　
平
日
・
午
前
9
時

　
～
午
後
6
時
　
土
曜
・
午
前

　
9
時
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
教
科
書
セ

　
ン
タ
ー
（
十
日
町
中
学
校
内
）

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　
　
特
別
弔
．
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
戦
没
者
等
の
遺
族
（
戦
没
者

死
亡
当
時
の
三
親
等
内
の
親
族
）

で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人
に

特
別
弔
慰
金
（
額
面
1
8
万
円
の

国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
昭
和
6
0
年
4
月
1
日
か
ら
平

　
成
元
年
3
月
31
日
の
間
に
、

　
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

　
の
受
給
権
者
が
遺
族
内
に
い

　
な
く
な
っ
た
人

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　
高
年
齢
者
雇
用
関
係
給
付
金

制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳

し
く
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定

所
（
智
5
7
1
2
4
0
7
）
へ
。

1
、
高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金

　
　
6
0
歳
以
上
65
歳
未
満
の
高

　
年
齢
者
を
、
4
％
を
超
え
て

　
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
て

②
昭
和
6
0
年
4
月
2
日
か
ら
平

　
成
元
年
4
月
1
日
の
間
に
、

　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

　
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

　
権
を
取
得
し
た
人

請
求
期
限
は
平
成
4
年
6
月
2
7

日
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
社
会
福
祉

事
務
所
援
護
係
（
内
線
瀧
）
へ
。

高
年
齢
者
雇
用
関
係
給
付
金

　
支
給
さ
れ
ま
す
。

2
、
継
続
雇
用
制
度
導
入
奨
励

　
金
3
、
定
年
退
職
予
定
者
等
再
就

　
職
援
助
促
進
助
成
金

4
、
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助

　
成
金

5
、
高
年
齢
者
職
場
改
善
資
金

鵬
鷺
雛

鞭
礎
”

●

　　　平成3年
7月17日オープン

■ところ　新潟県西蒲原郡黒埼町

　　　　（新潟バイパス新潟・黒

　　　　埼1．Cから車で1分）

■バザール館　■Beinくろさき

■フエスティバルパーク

■リバーサイドパーク

【有料ゾーン】

■アピール館　■グリーンハウス
■、：・るさと庭園
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市
民
ブ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
市
教
育
委
貝
会
で
は
、
市
民

プ
ー
ル
の
監
視
を
行
う
ア
ル
バ

イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

■
資
　
格
　
①
高
校
卒
業
以
上

の
学
生
・
生
徒
で
、
健
康
な
泳

げ
る
人
②
で
き
る
だ
け
長
期
間

継
続
し
て
勤
務
で
き
る
人

■
期
　
間
　
7
月
2
0
日
ω
～
8

月
31
日
ω
ま
で
。

■
募
集
人
員
　
1
6
名
程
度
（
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
勤
務
条
件
　
①
賃
金
は
時
給

5
4
0
円
②
早
番
・
遅
番
の
2

交
替
制
③
休
日
は
原
則
と
し
て

7
日
間
に
一
度
。

■
申
し
込
み
　
7
月
1
0
日
㈱
ま

で
に
体
育
課
（
総
合
体
育
館
内

盈
52
1
4
3
7
7
）
へ
。
申
込

用
紙
も
あ
り
ま
す
。

美
佐
島
路
健
康
ウ
オ
ー
ク

■
と
　
き
　
6
月
2
3
日
㈲
（
雨

天
中
止
）
受
付
…
午
前
8
時
（
来

迎
寺
）
出
発
…
午
前
9
時

■
コ
ー
ス
　
来
迎
寺
↓
猿
倉
↓

菅
沼
↓
津
池
↓
来
迎
寺
ま
で
の

約
1
2
キ
。

■
参
加
資
格
　
健
康
な
人
（
小

市
民
体
力
診
断

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
体

力
診
断
を
行
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
6
月
2
0
日
㈲
受
付

…
午
後
7
時
～
8
時

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
対
象
健
康
な
人
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
費
　
3
0
0
円
（
デ
ー

タ
用
紙
代
）

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館

へ
。

学
校
低
学
年
以
下
は
保
護
者
同

伴
）■
参
加
費
　
2
0
0
円

■
申
し
込
み
　
6
月
2
0
日
㈲
ま

で
に
、
小
林
松
太
郎
（
田
中
町

西
・
暦
5
7
1
8
4
7
7
）
へ
。

当
日
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
　
体
育
指
導

　
　
　
　
　
委
－
貝
の

　
　
　
　
出
前
指
導

■
と
　
き
　
平
日
の
午
後
7
時

30
分
～
9
時
3
0
分

■
対
象
1
0
人
以
上
の
団
体

■
種
目
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
軟
式

庭
球
、
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
。

■
申
し
込
み
　
希
望
日
の
2
週

間
前
ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
。

サンスポーツランド
　総合公園の申し込み

　　申　し込み先

総合体育館（52－4377）

総合公園管理棟（盈57－1099）

※但し、大会・講習会・部活動等
　の申し込みは総合体育館へ。

　施　　設

野球場（±誌）

場球庭

欝
麟
麹

　
　
　
　
懇

蕪
覇
灘
轍

穀
纏
懸
鰻

施
圃
竃
数
儘
開
　　　嚢　　、霧懇藤雛

家
族
介
護
者
教
室

　
〈
一
般
公
開
講
座
〉

■
と
　
き
　
6
月
2
2
日
d
b
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
三
好
園
デ
イ
・
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

■
講
演
講
師
H
山
口
誠
士

（
山
口
医
院
院
長
）

演
題
「
老
人
の
心
と
体
」

■
問
い
合
わ
せ
　
三
好
園
デ

イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
智

56

1
2
1
0
6
）
松
村
へ
。

『
信
濃
川
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
募
集

　
新
潟
・
長
野
両
県
に
お
け
る

産
業
・
経
済
・
文
化
を
育
ん
で

く
れ
る
母
な
る
川
、
信
濃
川
。

こ
の
暮
ら
し
の
中
で
生
き
る
信

濃
川
の
風
景
や
行
事
な
ど
の
川

と
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に
写

真
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
作
品
　
未
発
表
の
も
の

で
一
人
2
点
以
内
。
サ
イ
ズ
は

カ
ラ
ー
・
白
黒
と
も
サ
ー
ビ
ス

版
以
上
四
ツ
切
り
ま
で
で
す
。

（
ろ
フ
イ
ド
・
組
写
真
は
除
く
）

■
締
め
切
り
　
8
月
31
日
d
D

■
表
　
彰
　
優
秀
作
品
に
は
賞

状
と
賞
品
、
入
選
作
品
に
は
賞

・
叩
を
進
口
王

■
送
り
先
　
総
務
課
総
務
管
理

係
（
盈
内
線
麗
）
へ
。

ぎ
ん
な
ん
栽
培
講
演
会

　
農
協
で
は
、
今
年
度
か
ら

「
ぎ
ん
な
ん
の
里
づ
く
り
」
の

取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。
十
日

町
市
の
特
産
物
と
し
て
育
て
て

い
く
た
め
に
、
講
演
会
を
開
き

ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
水
防
訓
練

　
　
　
　
　
出
水
期
を
迎
え
、

　
　
　
　
洪
水
時
に
備
え
て
水

　
　
　
　
防
作
業
の
安
全
と
水

防
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、

水
防
訓
練
を
開
き
ま
す
。

■
と
　
き
　
6
月
1
6
日
㈲
午
前

9
時
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
津
南
町
中
津
川
運

動
公
園
付
近

■
実
施
工
法
　
木
流
し
工
法
、

じ
ゃ
か
ご
積
工
法
、
改
良
土
の

■
と
　
き
　
6
月
2
4
日
㈲
午
後

－
時
3
0
分
か
ら
。

薗
と
こ
ろ
　
農
協
本
所
第
一
会

議
室
（
高
田
町
5
）

■
講
　
師
　
若
井
徳
松
氏
（
小

国
町
銀
杏
生
産
組
合
長
）

・
つ
積
み
工
法

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
地
域

消
防
本
部
（
岱
5
7
1
1
5
5
5
）

へ
。進

出
企
業
フ
ェ
ア

■
と
　
き
　
6
月
2
4
日
㈹
午
前

9
時
～
午
後
6
時

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー

ル
（
本
町
6
1
1
）

田
内
容
　
企
業
説
明
会
、
製
品

の
展
示
な
ど
。

ノ
報
も
曝
醗
勝

い．

警
け
る
水
難
事
鰍
止

燈
流
の
た
め
・
宮
中
取
水

双
放
ダ
ム
か
ら
小
千
谷
市

濃
墜
離
鰹

ダ
放
流
警
報
設
備
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き
に

は
事
前
に
吹
鳴
し
て
、
河
川
内

で
作
業
し
て
い
る
人
や
河
川
で

遊
ん
で
い
る
人
達
の
安
全
を
図

る
た
め
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
設
備
に
近
い
皆
さ
ん
に

は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
が
、
安
全
を
守
る
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

火の用心
　　と

霧，藤

　　　　ぐ謡ミ

（消防本部予防課）

　
平
成
に
な
っ
て
か
ら
火
災
に

よ
る
焼
死
者
が
毎
年
発
生
し
て

い
ま
す
。
（
平
成
元
年
2
人
、
2

年
3
人
、
3
年
1
人
）
被
害
者

は
お
年
寄
り
が
多
く
、
焼
死
に

至
っ
た
原
因
は
逃
げ
遅
れ
が
8

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
未
然
防
止
は
ま
ず
、
火
事
を

出
さ
な
い
事
が
一
番
で
す
。
ま

た
、
万
一
の
火
災
に
備
え
て
避

難
方
法
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。
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第
3
7
回
鵡
騒
社
会
教
育
大
会

　
テ
ー
マ
「
意
欲
的
な
実
践
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
す
る
た
め
に
」

　
各
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご

ろ
の
学
習
活
動
や
実
践
活
動
の

実
情
を
交
換
し
合
い
、
ま
た
、

変
化
す
る
社
会
の
中
で
、
実
り

あ
る
学
習
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
に
つ
い
て
研
修
し
、
明
日
へ

の
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
大
ム
云
で
す
．

■
と
　
き
　
6
月
2
3
日
㈲

受
付
…
午
前
9
時
3
0
分
　
開
会

式
…
1
0
時
　
分
科
会
…
1
0
時
2
0

分
　
昼
食
・
映
画
…
正
午
　
分

科
会
報
告
…
1
3
時
　
講
演
会
…

14
時
　
閉
会
式
…
1
5
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

お
よ
び
市
民
会
館

■
講
演
講
師
吉
川
弘
氏

（
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
教

授
）
　
演
題
「
生
涯
学
習
時
代

を
迎
え
て
、
地
域
の
学
習
を
ど

う
進
め
た
ら
良
い
か
」

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課

（
十
日
町
市
公
民
館
内
費
5
7
1

5
0
1
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
卵
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　

鐡
欝
辺
繋

ξ
ぞ
、
…
。
軟
　
　
・
ー

■
と
　
き
　
毎
回
土
曜
日
の
午

後
2
時
～
4
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

▼
6
月
2
9
日
…
親
子
の
あ
そ
び

仲
間
づ
く
り
▼
7
月
6
日
…
心

の
育
ち
（
人
間
性
を
求
め
て
）

▼
7
月
B
日
…
幼
児
の
あ
そ
び

（
生
活
・
あ
そ
び
・
学
習
）

▼
7
月
2
0
日
…
絵
本
の
せ
か
い

葦圓1交通安全キャンペーン

囹梅雨どきの交通事故に気を付け

　ましょう。

精遭総搬礪睡
る月耽心にゆとりの働＼＼
持って運転しましょう。！！！》　＼

5月中の交通事故発生状況　　（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成3年 29（58） 28（59） 1（1）

平成2年 22（64） 30（87） 0（1）

川西町
津南町
中里村

平成3年 』13（38） 14（45） 0（1）

平成2年 13（25） 13（30） 0（O）

計
平成3年 42（96） 42（104） 1（2）

平成2年 35（89） 43（ll7） 0（1）

　　　　　道路横断中に衝突
　一…。1

　　陰　　　5月25日（上》午後9時過ぎ、

　　　　　四日町の64歳の男性が自宅前

の国道を横断中、本町6丁目の20歳の男

性が運転する普通乗用車にはねられ、足、

腰等数ヵ所を骨折するなどの重傷を負い

ました。運転者はスピードを控えめに、

歩行者も安全確認を確実に行いましょう。

（
情
緒
～
夢
を
は
ぐ
く
む
）

▼
9
月
7
日
…
幼
児
期
の
生
活

習
慣
（
人
間
形
成
と
し
つ
け
）

▼
9
月
凶
日
…
幼
児
の
食
生
活

（
食
事
ど
お
や
つ
、
食
品
公
害
）

▼
9
月
a
日
…
人
間
関
係
を
考

え
る
（
親
離
れ
、
子
離
れ
）

▼
9
月
2
8
日
…
育
て
る
こ
と
・

学
ぶ
こ
と
（
母
・
妻
・
女
性
・

人
間
と
し
て
考
え
る
）

臼
講
　
師
　
江
川
慶
子
先
生

（
新
潟
県
子
育
て
電
話
相
談
員
）

　
ヨ
か
ず
　
さ
ん
パ
　
　
　
レ

露
槽
7
ン
テ
ィ
ア

　
幼
児
家
庭
教
育
学
級
に
お
子

さ
ん
連
れ
で
参
加
し
て
い
る
親

の
た
め
に
、
学
習
し
て
い
る
間

保
育
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
手
す
き
の
皆
さ
ん
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
の
会
「
ど
ん
ぐ

り
」
で
は
、
子
供
た
ち
と
一
緒

に
絵
本
や
お
話
の
世
界
で
、
ゆ

っ
く
り
心
を
あ
そ
ば
せ
る
「
お

話
の
へ
や
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

多
く
の
お
子
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
6
月
1
5
日
田
午
後

2
時
～
2
時
4
0
分

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

■
対
象
幼
児
・
小
学
生

■
内
容
手
あ
そ
び
、
語
り
、

絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
i

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
公

民
館
へ
．

　
県
内
で
山
菜
取
り
の
事
故
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
2
人
の
犠
牲
者
が
出

る
な
ど
、
悲
し
い
事
故
が
続
き

ま
し
た
。

　
行
き
慣
れ
た
山
に
出
か
け
る

時
も
細
心
の
注
意
を
払
い
、
事

故
の
な
い
よ
う
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
守
っ
て
山
菜
取
り
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
家
族
等
に
行
く
先
を
は
っ
き

り
出
・
げ
る
。

▼
な
る
べ
く
一
人
で
山
に
入
ら

な
い
。

▼
が
け
等
の
危
険
な
場
所
で
は

無
理
を
し
な
い
。

▼
暗
く
な
る
前
に
山
を
下
り
る
。

電
脚
停
胴
業
聴
作
断

■7月1日（月〉午後1時～3時30分／

大黒沢2、伊達1・3の各一部
■7月4日㈱　午前9時30分～正午／

小貰、東枯木又、西枯木又の全部

■7月8日（月〉午前9時30分～正午／

北原、梅沢の各一部

酒害の懇談会
　「断酒のつどい」の名称が変わりました。

つい酒を飲み過ぎる方、または、そのご家

族の方の会です。

■と　き　6月21日働午後1時30分～3時

■ところ　十日町保健所

■申し込み　十日町保健所（盈57－2400）

　または、保健衛生課保健衛生係（岱内線

　138）へ予約ください。

心の健康相談
■と　き　6月28日㈲午後1時30分～3時

■ところ　十日町保健所

■担当　田宮病院の医師

■申し込み　十日町保健所または、保健衛

　生課保健衛生係へ。

ユ5とおガ夢お平成3年6月10日



歩
艘
S

●

たジダイコ

　
焼
畑
を
カ
ン
ノ
と
呼
び
、
耕
起
す

る
こ
と
を
カ
ン
ナ
ッ
ポ
リ
と
い
う
。

何
を
植
え
る
か
に
よ
っ
て
ソ
バ
ガ
ン

ノ
や
ダ
イ
コ
ガ
ン
ノ
と
呼
ぶ
。
一
日

で
カ
ン
ノ
刈
り
と
焼
く
こ
と
を
枯
木

又
で
は
「
日
帰
り
ガ
ン
ノ
」
と
い
う
。

　
カ
ン
ノ
は
一
年
目
に
ソ
バ
、
二
年

目
に
は
唐
鍬
で
ト
チ
ト
チ
と
穴
を
あ

け
て
大
根
種
を
ま
い
た
。

　
枯
木
又
の
山
田
初
太
郎
さ
ん
は
明

治
二
十
九
年
生
れ
の
九
十
五
歳
、
四

年
前
ま
で
は
カ
ン
ノ
焼
き
を
し
て
カ

ン
ノ
大
根
を
作
っ
た
。
ジ
ダ
イ
コ
と

か
タ
ダ
ノ
ダ
イ
コ
と
呼
ば
れ
た
。
山

谷
で
聞
い
た
時
「
川
西
町
高
倉
で
昭

和
三
十
年
頃
作
っ
て
い
た
。
赤
く
て

ジ
ク
ン
と
し
て
”
高
倉
ダ
イ
コ
は
シ

ッ
ポ
が
な
い
”
と
い
っ
て
い
た
」
高

倉
で
は
薬
師
の
外
（
地
名
）
で
作
っ

た
の
で
ヤ
ク
シ
大
根
と
も
オ
オ
ク
ラ

大
根
と
も
呼
ん
で
い
た
。

　
ジ
ダ
イ
コ
は
赤
く
て
実
が
し
ま
り
、

水
分
が
な
い
の
で
堅
く
て
保
存
が
き

く
、
畑
に
ダ
イ
コ
ン
ド
を
ワ
ラ
で
囲

っ
て
、
春
に
な
づ
て
か
ら
出
し
て
く

る
。
太
り
の
遅
い
ジ
ダ
イ
コ
は
、
葉

が
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る
が
ゆ
で
て
き

ざ
み
、
大
き
な
樽
に
漬
け
て
お
き
冬

の
カ
テ
メ
．
シ
に
し
た
。

　
大
根
も
千
切
り
に
し
て
ゆ
で
る
。

ザ
ル
の
中
で
み
じ
ん
切
り
に
し
て
御

飯
の
中
央
に
入
れ
て
炊
き
上
げ
て
カ

テ
に
し
た
。
高
倉
で
は
こ
れ
を
ヘ
ギ

メ
シ
と
い
っ
た
。

　
ジ
ダ
イ
コ
は
正
月
客
を
も
て
な
す

ケ
ン
サ
ン
焼
の
オ
ロ
シ
ダ
イ
コ
と
し

て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
幻
の
ジ
ダ
イ
コ
を
伝
統
の
カ
ン
ノ

大
根
と
し
て
栽
培
し
て
い
る
の
は
枯

木
又
の
初
太
郎
さ
ん
だ
け
だ
ろ
う
。

長
野
県
上
田
市
で
は
ゼ
ン
ザ
ン
ジ
大

根
と
い
う
辛
く
て
ジ
ク
ッ
と
し
た
青

大
根
を
生
産
し
て
い
る
。
共
に
原
種

で
あ
ろ
う
。

「ジダイコ」を語る山田さん

　
「
電
報
で
す
！
」
は
ず
む
息
を
整

え
な
が
ら
、
金
井
さ
ん
は
一
刻
も
早

く
と
、
託
さ
れ
た
「
知
ら
せ
」
を
手

渡
し
て
き
ま
し
た
。

　
電
話
が
ま
だ
普
及
し
な
い
時
代
、

電
報
は
急
用
を
知
ら
せ
る
唯
一
と
も

言
う
べ
き
方
法
で
し
た
。
そ
の
責
任

あ
る
電
報
配
達
業
務
を
、
金
井
さ
ん

が
越
後
水
沢
郵
便
局
か
ら
受
け
た
の

⑮

＼績
が
認
め
ら
れ
て
、
こ
の
た
び
黄
綬

褒
章
受
章
が
決
定
。
五
月
二
十
日
、

郵
政
大
臣
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
何
よ
り
、
三
十
年
を
支
え
て
く

れ
た
丈
夫
な
体
と
、
家
族
の
協
力
に

感
謝
し
た
い
」
と
、
一
昨
年
亡
く
な

っ
た
奥
さ
ん
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら

喜
び
を
語
り
ま
す
。

　
「
思
い
出
は
、
雪
が
降
り
し
き
る

真
夜
中
、
何
時
間
も
か
け
て
、
か
ん

じ
き
で
こ
ざ
い
て
電
報
を
届
け
た
こ

が
昭
和
三
十
五
年
春
で
す
。

　
「
父
の
時
代
か
ら
だ
っ
た
の
で
、

違
和
感
は
な
か
っ
た
」
と
言
い
な
が

ら
も
、
平
成
二
年
一
月
に
辞
職
す
る

ま
で
の
約
三
十
年
間
、
越
後
水
沢
郵

便
局
管
内
、
山
間
地
中
心
の
約
四
百

六
十
世
帯
の
電
報
配
達
を
一
手
に
担

っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
長
年
に
わ
た
る
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

金井慶次さん
　（水沢2・68歳）

と
。
今
は
除
雪
も
良
く
な
っ
た
り
、

電
話
も
各
戸
に
入
っ
て
、
電
報
の
役

目
も
随
分
変
わ
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

　
い
つ
配
達
の
連
絡
が
く
る
か
わ
か

ら
な
い
仕
事
柄
、
農
業
一
筋
を
通
し

て
き
た
金
井
さ
ん
。
数
え
切
れ
な
い
』

ほ
ど
の
「
喜
び
」
と
「
悲
し
み
」
の

瞬
間
を
配
達
の
中
で
見
て
き
た
、
と

い
う
語
り
口
に
は
、
一
つ
の
仕
事
を

成
し
終
え
た
と
い
う
充
実
感
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

然
富
一
・

自
哲
の
酬
ウ
、
…

ち　　
（
ソ
蹴
．

　
　
　
リ
羅

ま
防

　
山
野
の
林
の
下
に
生
え
る
ム
ラ
サ

キ
科
の
多
年
草
で
す
．
茎
は
高
さ
2
5

～
4
0
紬
．
で
、
、
上
部
は
枝
分
か
れ
し
て

径
約
1
袖
．
の
花
は
茎
の
先
に
渦
巻
き

状
に
つ
い
て
、
そ
の
数
は
m
個
内
外

で
す
。
花
は
4
月
か
ら
6
月
頃
ま
で

咲
い
て
、
や
わ
ら
か
な
春
の
日
ざ
し

の
中
で
優
雅
な
濃
紫
色
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

　
エ
チ
ゴ
の
名
が
示
す
よ
う
に
新
潟

県
な
ど
北
陸
地
方
の
植
物
で
す
。

　
一
編
一
集
一
後
一
墨

　
市
報
発
行
日
は
、
喜
び
と
共
に
不
安

を
感
じ
る
長
く
て
短
い
一
日
と
な
り
ま

す
。
刷
り
上
が
っ
て
き
た
市
報
に
目
を

通
し
て
、
真
っ
青
に
な
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。
ゲ
ラ
を
係
に
バ
ラ
ま
き
な
が
ら

校
正
を
し
て
も
ら
っ
て
も
、
な
か
な
か

消
え
な
い
赤
字
。
念
に
は
念
を
入
れ
た

も
の
の
「
写
真
は
見
出
し
は
」
と
常
に

不
安
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
さ
て
、
今

月
は
ど
ん
な
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
か
。

不
安
と
期
待
を
抱
き
な
が
ら
ベ
ル
が
鳴

る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
㊥
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